
和水町病院事業会計決算
問　和水町立病院　☎0968・86・3105

より一層の経営改善に努めていきます。

　当院は、昭和23年３月江田町外三ヶ村組合立国民健康
保険共済病院としてスタートし、令和３年３月に創立73
年を迎えました。病院理念である、医療を通じて住民が
安心して生活できる社会づくりに貢献することを目標に、
公的医療機関としての役割と責務を果たし、公営企業と
しての効率性を高めるよう職員一丸となり努めています。

令
和
２
年
度
の
概
況

　
令
和
２
年
度
の
病
院
事
業
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
伴
い
自
治
体

病
院
と
し
て
の
役
割
を
大
き
く
担
う
と
と
も

に
、
経
営
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

外
来
の
患
者
数
が
減
少
し
、
入
院
に
つ
い
て

も
感
染
症
病
床
の
確
保
を
す
る
こ
と
で
入
院

患
者
の
患
者
受
け
入
れ
の
抑
制
を
余
儀
な
く

さ
れ
ま
し
た
。
有
明
圏
域
の
医
療
状
況
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
第
３
波
の
影
響
を
受

け
、
当
院
も
感
染
症
病
床
が
逼
迫
し
た
状
況

と
な
る
な
ど
、
医
療
従
事
者
へ
の
負
担
も
多

大
な
１
年
間
で
あ
り
ま
し
た
。

　
入
院
収
入
は
、
前
年
度
比
７
６
，
０
５
２

千
円
減
の
３
５
６
，
８
６
６
千
円
と
な
り
、
外

来
収
入
は
、
前
年
度
比
１
０
，
８
０
４
千
円

減
の
１
３
９
，
０
２
５
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
支
出
は
経
費
が
前
年
度
比
２
４
，
４

７
７
千
円
増
の
１
５
４
，
６
６
３
千
円
、
給

与
費
は
前
年
度
比
４
，
７
７
３
千
円
増
の
５

７
７
，
９
５
２
千
円
、
減
価
償
却
費
は
前
年

度
比
３
，
５
８
９
千
円
増
の
６
１
，
０
０
０

千
円
、
医
業
外
費
用
は
前
年
度
比
８
，
４
８

２
千
円
増
の
３
６
，
９
２
４
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

　
診
療
報
酬
で
の
収
入
が
減
少
し
、
経
費
等

の
増
加
が
あ
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
応
補
助
金
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
な
ど
の
活

用
に
よ
り
、
感
染
対
策
物
品
の
購
入
や
、
感

染
症
病
床
確
保
の
た
め
の
空
床
補
償
な
ど
も

あ
り
総
収
益
９
８
９
，
９
４
３
千
円
、
総
費

用
９
０
５
，
５
２
８
千
円
と
な
り
、
差
引
き

８
４
，
４
１
５
千
円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま

し
た
。

病院事業収益
９億8,994万円

病院事業費用
９億552万円

給与費
５億3,270万円

【58.8％】

医業外費用
3,693万円
【4.1％】

その他医業外収益 
1,152万円
【1.2％】

 特別利益
89万円

【0.1％】

減価償却費
6,100万円
【6.8％】

材料費
6,729万円
【7.4％】

外来収益
１億3,903万円

【14.0％】

その他医業収益
8,021万円
【8.1％】

一般会計負担金・補助金
４億142万円
【40.5％】

経費
２億760万円
【22.9％】

入院収益
３億5,687万円

【36.1％】

■令和元年度との比較
令和元年度 令和２年度

患者数
入院 19,265人 16,317人

外来 23,585人 21,914人

診療単価
（患者１人・１日当たり）

入院 22,471円 21,870円

外来 6,353円 6,344円

病床利用率 57.8％ 49.1％

平均在院日数 17日 19日

■改革プランの実績

項目 H27年度 
（実績）

H28年度 
（実績）

H29年度 
（実績）

H30年度 
（実績）

R１年度 
（実績）

R２年度 
（実績） 目標値

経常収支
比率（％）

91.6 98.5 96.5 99.7 103.8 109.2 100以上

医業収支
比率（％）

81.3 88.2 88.6 90.8 92.2 77.3 90以上

職員給与
比率（％）

78.2 71.2 73.1 71.1 69.8 79.2 69以下

病床利用
率（％）

66.9 71.7 57.3 52.4 57.8 49.1 83以上

※項目は、経常収支比率、医業収支比率、職員給与比率、病床利用率を掲載
注）�目標値は、平成29年度から令和２年度までの「新公立病院改革プラン」に
沿った目標値となっております。

患
者
数
等
の
状
況

　
令
和
２
年
度
の
入
院
患
者
数
は
の
べ

１
６
、
３
１
７
人
で
、
前
年
度
と
比
較

し
、
２
、
９
４
８
人
の
減
少
と
な
り
、
病

床
利
用
率
は
49
・
１
％
と
な
り
ま
し
た
。

外
来
患
者
数
は
の
べ
２
１
、
９
１
４
人

で
、
前
年
度
と
比
較
し
１
、
６
７
１
人
の

減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
夜
間
・
休
日
の
救
急
患
者
の
受

け
入
れ
人
数
は
１
、
２
０
７
人
で
あ
り
、

う
ち
救
急
車
搬
送
人
数
は
77
人
で
し
た
。

　
な
お
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
で
の
健
診

受
診
者
延
数
は
２
、
７
６
９
人
、
居
宅
介

護
支
援
事
業
所
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
件

数
は
１
、
４
４
９
件
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
利
用
者
数
は
５
４
６
人
、
延
訪

問
回
数
は
２
、
４
０
７
回
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
令
和
３
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
流
行
が
い
つ
ま
で
続
く
か

不
透
明
な
状
況
で
す
が
、
他
の
医
療
機
関

と
連
携
し
、
当
院
も
自
治
体
病
院
の
役

割
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
今
後

も
地
域
の
医
療
機
関
と
し
て
も
住
民
の

皆
様
か
ら
信
頼
さ
れ
る
公
的
医
療
機
関

を
目
指
し
ま
す
。

■用語の説明
経常収支比率
経常的な経営活動に伴う収益か
ら費用を差し引いたもの。この
数値が 100％を超える場合は経
常黒字、100％未満であれば、経
常赤字を示します。
（経常収益/経常費用）×100

医業収支比率
医業費用が医業収益によってど
の程度賄われているかを示す指
標。経常収支比率と同様にこの
比率が 100％以上であることが
望ましい。
（医業収益/医業費用）×100

職員給与比率
病院の職員数などが適切か否か
を判断する指標。職員給与費を
いかに適切なものとするかが病
院経営のポイントとなります。
（職員給与費/医業収益）×100

病床利用率
病院の施設が有効に活用されて
いるかどうか判断する指標。病
床利用率が恒常的に低い場合
は、病床規模が適切か否かを検
討する必要があります。
（年延入院患者数/年延病床数）×100
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